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平成 30 年度 厚木市障害者協議会 第２回 実務者会議 
日 時 平成30年９月27日（木） 午後２時～午後４時30分  
場 所 厚木市保健福祉センター５階 視聴覚室 
出席 厚木医師会（東名厚木病院）、神奈川県精神科病院協会（清川遠寿病院）、厚木市身体障害

者福祉協会、厚木市手をつなぐ育成会、厚木市自閉症児者親の会、精神保健福祉促進会フ

レッシュ厚木、厚木地区知的障害者施設連絡会（七沢学園）、厚木市・愛川町・清川村地域

精神保健福祉団体連絡会、厚木市居宅介護事業所連絡会（スマイルサポート）、社会福祉法

人神奈川県総合リハビリテーション事業団七沢自立支援ホーム、厚木市民生委員児童委員

協議会（睦合北地区）、相談支援事業所連絡会（ハートラインあゆみ）、厚木市地域包括支

援センター（睦合南包括支援センター）、厚木市教育委員会、特別支援学校（えびな支援学

校）、特別支援学校（伊勢原養護学校）、特別支援学校（座間養護学校）、県央地域就労援助

センター障害者就業・生活支援センター、厚木児童相談所、厚木市社会福祉協議会、厚木

市福祉総務課、厚木市障がい福祉課 
事務局：厚木市障がい福祉課、障がい福祉課、厚木市障がい者基幹相談支援センター 

１ 開 会 資料確認 

 

２ ソーシャルインクルー（株）より事業概要説明 

（資料フレンディアメゾン厚木金田支援計画書参照） 

本社は、東京都品川区南大井に構えている。設立は、2017年４月に創業。現在は増資をし 

 １億円の資本金である。事業内容としては、東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・静岡県の地

域で障がいをお持ちの方のグループホームを提供させていただいている。重度の方の入浴介助

やリハビリのサービスが必要であると感じているところもあり、ゆくゆくは、生活介護もチャ

レンジしていきたいと考えている。 

2019年度以降で建築中の物件もあるが、東北で言うと宮城、北陸、九州等、自治体から住ま

いの場所が足りなくて困っているなど全国から伺っているので、地域を中心にグループホーム

を展開させていただきたい。 

「今ここにないミライを創造する」というのが弊社の理念である。障がいのある方、親、職

員も含めて、一緒に成長し、社会に必要なものを作り続けたいと会社としては活動している。 

ビジョンとして重要としているところは、ご利用者様、ご家族様にとって頼られる存在であ

るために、サービスの「質」・「量」を高め続ける。２番目は、「仕事を楽しんで、人生を楽し

む」という形である。年齢層で言えば若いスタッフが多い。全員が仕事を必死にやって結果を

残して、楽しい人生を送るという事である。今年で160 名位職員を採用し、退職された方は2

名である。離職率が低いところがPRさせていただきたいところである。 

支援に対する行動指針は、「１．素直な心」、「２．勉強好き」、「３．プラス発想」というと

ころを大事にしている。例えば、注意したときに素直に聞き入れるということが非常に重要だ

と感じている。 

  素直でないと次に成長しないので、障がいのことを知っている方も知らない方も全員が勉強

していくということを大切にしている。プラス発想というところでも知らないからできないと

いうのではなくて常に前向きでみんなで助け合って覚えていこうというところを大切にして

いる。 

  次にフレンディア厚木金田について説明させていただく。所在地は、県央道の厚木インター

を降りて、車で５分位のところである。１ユニット10名。１階２階に分かれていて20名定員

のグループホームである。１つ短期入所を設けている施設である。開設時期は、平成 31 年４

月を予定している。対象者としては、知的、身体、精神障がいを受け入れる。人員配置につい
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ては、常勤管理者１名、サービス管理責任者１名、日中から夜にかけて常時４名体制で支援に

あたる。資格従事者については、社会福祉士もいるが、働くスタッフについては、年が明けて

から採用していこうかと思っている。看護師については、弊社で看護師を抱えて支援していな

い。地域の訪問看護ステーションや医療機関と密に連携をとらせていただいて、卒なくサポー

トができるような体制を考えている。 

  今まで弊社では、介護包括型のグループホームを中心に事業を展開してきたが、介護包括型

であれば、日中に職員がいないケースもあり、利用者の体調が悪い、今日は就労施設に行かな

い、生活介護に行かないと沢山課題がでてきている中で、日中も手厚くサポートしたい。高齢

になってもサポートできるような体制に変えていきたい。会社内で検討して、日中支援型のグ

ループホームを随時広めていきたいと考えている。 

  提供価格は、家賃は１室50,000円、食費は、朝・夕２食月額22,200円で提供している。昼

食の希望の方については、別の費用になるが提供させていただいている。光熱費と日曜品費で

月15,000円いただいている。 

  日中支援の方法は、屋内活動、屋外活動どちらも力を入れて行っていこうと考えている。弊

社としては、今年の7月に埼玉県川口市で、初めて日中支援型の指定をいただいて、昼間の時

間帯に利用者の支援を行っている。内容としては、映画鑑賞、植物の栽培、囲碁、将棋、読書、 

 屋外活動としては、散歩、買い物、通院同行、通所先の遠い方への送迎など無理なく通うため

の多様性を取っている。入られた方の特性に併せてプログラムを随時変更していく予定であ

る。 

  地域との交流活動については、日中支援型だと365日グループホーム内にいられる方もいる。

実際1年以上の経験はまだないが、川口市に入っていただいている方だと外に出られない方も

いるので、地域などの交流が希薄にならないように、例えば、企業と連携してカレーの『ここ

いち』にイベントの度に配送車で来てもらったり、地域の方を呼んで、お祭りを夏や秋に企画

している。そういった活動を少しずつ重ねて、地域からも認められる存在になりたいと考えて

いる。 

  健康管理については、実際に支援にあたる職員が、毎日バイタルチェックをし、連携させて

いただく訪問看護ステーションから２週間に１度程度で健康管理を行っていただいている。 

  食事の管理は、スーパーで食材を購入するということは行っていない。食材業社から一気に

食材を買って、職員が提供されたレシピに添って、栄養管理を行いながら、食事を提供させて

いただいている。ミキサー食など細かい食事が必要な方に関しては、随時対応させていただい

ているという状況である。 

  最後は、平面図であるが、身体、知的、精神などを受け入れていきたいので、バリアフリー

で消防設備も最初から設置して行っていきたいと思っている。 

 

【質疑応答】 

 ・見学ができるとしたら出来上がってからか。 

 ⇒今のスケジュールでは、２月末位には、建物を引き渡してもらうよう予定を組んでいる。 

  3月からは、中が見られる状態で案内ができるかと思う。 

 ・入居の募集はすぐに始めるのか。 

 ⇒４月からは随時であるが、相談支援員には、来年の４月からご案内させていただこうか 

  と思っている。 

 ・Ｗｉｆｉをつける予定はあるのか。自閉症の方は、趣味が広くて、Ｗｉｆｉの環境がないと

時間をつぶせない方が多いのでどの部屋でもインターネットができる環境があると嬉しい。 

 ⇒施設の事務室と共有のリビングには、Ｗｉｆｉは繋げているが、各利用者が施設のＷｉｆｉ
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を使える環境ではない。理由としては、通信速度が遅くなるということである。そこも通信

機器を変えればある程度改善されることもある。そういった要望があれば、真摯に対応させ

ていただく。 

 ・今すぐ入居させたいという親もいるので、会員に周知させたい。 

 ・厚木市内に日中支援型のグループホームを立ち上げられるということだが、ニーズは非常に

高いと思う。グループホームは、夜間に返す場所という位置づけで単体で運営しているケー

スが多い。南大井に拠点を置き、日中支援型のグループホームを行っているということは、

ニーズを受けての事業展開だと思うが、そもそも通うことが難しいということなのか。 

 ⇒経緯としては、日中活動の場所に行けない方を対象にしようと考えていたが、今川口市で対

応ささせていただいている方は、非常に重たい区分６の脳性麻痺の方とか半身不随の方とか

たくさんいて、本人が、日中活動に通いたいと言っている方がほとんどである。グループホ

ームにいたいと言われる方は、非常に重たい精神の無気力の方かなと思う。利用者の中でも、

週５回毎日、毎日何で通わなければいけないのと思っている方もいて、弊社としては、ご本

人の体調に合わせて自由に選択かできる形が取れているところが良かったのかと思う。 

 ・実際に利用者が住みたいと言った時の厚木市の制度の手当、補助を教えて欲しい。 

 ⇒厚木市では、家賃助成を行っていて、最大で 20,000 円の助成になる。非課税の方は、国か

ら補足給付金10，000円の助成があり、その場合、市では、10,000円の助成とさせていだい

ている。生活保護の方は対象外とさせていただいている。 

 ・通院同行をしていただけるという話だが、送迎のみか、主治医のところ行って一緒に話を聞

くことは可能なのか。精神、知的の方の服薬への介入はどうなのか。 

 ⇒川口市の事例では、日中に4名の支援員がついているので、20人全員となると難しいが、事

前に通院の予定をいただければ、通院同行、実際ドクターのところまで行き、話もさせてい

ただいている。服薬の管理は、グループホームの仕事だと考えているので、スタッフが管理

し、時間どおりに提供させていただいている。 

 ・短期入所１枠併設するとあるが、重度の方とか、緊急一時的に利用するなどのイメージで良

いのか。 

 ⇒虐待を受けている方などが緊急で利用する場合が多いイメージである。 

 
司会（事務局）⇒ 議長（ハートラインあゆみ）議事進行 
 

３ 議 題  
（１） プロジェクトチーム実施状況報告 
 相談支援プロジェクトについて（資料１－１） 
  毎月１回市内の相談支援事業所が集まり、相談支援事業所連絡会を開催してきた。２部構成

になっていて、１部は、基幹主催の研修会、事例検討会を計画してきた。２部は、支援事業所

の情報共有場として実施してきた。日時や内容については記載のとおりである。 
  研修会等では、障がい種別や専門分野を越えた連携支援ができることをねらいとし、地域包

括支援センターや地域包括ケア推進担当、教育機関をお招きし、各機関の機能や役割について

お話いただく機会を設けた。 
  ２部の連絡会においては、相談支援専門員が互いに相談支援におけるポイントを語りあった

り、相談支援スキルを高める機会とした。 
活動を通じての気づき、成果、下半期に向けては、資料１－１を参照して欲しい。 
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一貫した子育て・療育支援プロジェクトについて（資料１－２） 

  活動方針については、昨年度と大きく変わらず、主な活動内容については、マイサポートブ

ックの普及啓発に力を入れ、今年度上半期は、特別支援学級の教師にマイサポートブックを知

ってもらおう、活用してもらおうということを中心に活動した。５月７日に特別支援教育連絡

協議会定期総会に出席し、マイサポートブックの紹介させていただき、続いて７月31日には、

特別支援学校連絡協議会の研修に時間を１時間取っていただいてマイサポートブックの活用

方法を事例を通して研修させていただき、教師と意見交換をさせていただいた。 
  ８月には放課後等デイサービス・児童発達支援事業所連絡会の活動について質を高めるた 

めの研修について打ち合わせをしている。 
活動を通じての気づき、成果、下半期に向けては、資料１－２を参照して欲しい。 

 
居住確保プロジェクトについて（資料１－３） 
 活動方針については、地域課題の一つとして主に精神障がい者の居住確保が難しいというと

ころがずっと上がっていたものである。入院中に病状が良くなり、退院できる状態になって、

住むところがないと家を探していくが、不動産店の門をたたいた時点で精神障がいを理由に相

談すらできない。理解ある不動産店があったとしても大家さんの段階で断られてしまうという

ことが長らくあり、権利擁護の視点かから啓発活動を行いながら、障がい理解を深めていくと

ともに、スムーズに家が借りられるような支援者とのネットワークづくりの構築を目指すとい

うところでプロジェクトを実施している。 
 今年度については、９月 21 日に第１回目の会議を開催した。厚木市の特徴としては、宅建

協会の代表の方が委員として入っている。今での経過としては、不動産屋の啓発を行うための

ガイドブックを作成し活動してきた。また、研修目的で宅建協会の研修参加させていただき、

アパート暮らしを実際されている当事者の方の体験談や一人暮らしをするためのサービスや

制度などについて話させていただいた。 
 また、協議会の委員から、当事者のためのガイドブックを作成した方が良いと意見をいただ

き、昨年度から、取り組んでいる。 
 第１回目のプロジェクト会議では、委員が実際居住確保するための課題について意見交換を

行った。不動産屋は開拓でいたが、担当者が異動すると全く相談にのってもらえなくなってし

まったことから個人に頼っていることが大きいことを再認識した。研修と不動産店のネットワ

ークについては積極的に取り組んでいこうということで、市内の不動産店にアンケートを実施

していこうと意見をいただいたので今年度は、アンケートを作成していこうと思っている。 
  居住確保は、地域移行する前の話をしているが、地域移行していくことで地域で継続してい

くための課題も出てくるであろうという先を見据えて話の共有ができ、意味のあるプロジェク

トであった。 
 
 防災プロジェクトについて 
（資料１－４、別冊 みんなで安心「まもり隊」鳶尾４丁目地区避難訓練実施報告書） 
  今年度に関しては、昨年度実施した避難訓練を作成するとともに、各地域の避難所運営委員 
 会に呼びかけ、避難訓練実施報告会を開催し、市内全域のモデルケースとして、情報共有をし、 
 それぞれの地域で避難訓練を実施する際に参考にしていただきたいと思っている。 
  活動内容としては、６月５日から数回にわたり、事務局打ち合わせを行い、避難訓練実施報

告書の作成と避難訓練実施報告会の内容について検討をしてきた。９月 12 日に避難訓練実施

報告会の講演内容について講師との打ち合わせを行った。 
  講師は、神奈川工科大学地域連携災害ケア研究センター長である小川教授にお願いした。神
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奈川工科大学は、唯一大学が避難所になっている。３月４日の避難訓練にも小川教授を初め、

地域連携災害ケアセンターの方も何人か見学に来ていただいた。報告会当日は、３月4日の避

難訓練の振り返りも含めて、『災害をめぐる地域との連携を考える～要配慮者を支えるために

～』をテーマに講演いただきたいと思っている。日時は平成30年12月８日（土）午後２時～

午後４時30分、会場はアミューあつぎ９Fホール112、1部避難訓練実施報告、2部お笑い（風

来坊榮丸）、3部講演会となる。 
活動を通じての気づき、成果、下半期に向けては、資料１－４を参照して欲しい。 

 
 就労支援プロジェクトについて(資料１－５) 
  活動方針については、地域における障がいのある方の就労に係る課題の把握、及び雇用、体

験実習先の拡大等に向けた企業の理解を深めるために関係機関と連携を図り、就労から定着支

援、障がい者雇用への拡大に取り組みたい。 
  活動内容については、５月と7月に企業に視察に行っている。視察に行ったときは、ハロー

ワークの指導官の方も同行していただいて、障がい者雇用の状況とか勤務の様子について伺っ

ている。８月 31 日に第１回就労支援プロジェクト会議を開催した。主な内容については、障

がい者就労についての現状についての意見交換、障がい者雇用についての検討を行った。第１

回目なのでざっくばらんにそれぞれの事業所で行っている取り組みについて自己紹介を兼ね

て行った。 
  今後は、第２回目の就労支援プロジェクトとともに、10月10日に、以前から障がい者雇用

に取り組んでいる会社（日本理化学工業株式会社）に視察に行く予定である。 
活動を通じての気づき、成果、下半期に向けては、資料１－5を参照して欲しい。 

 
【意見交換】 
 相談支援プロジェクトついて 
・相談支援事業所の担当なので相談支援事業所の連絡会に参加させてもらっているが、厚木市

の取り組みはすごい。毎月連絡会を行っていて、前半部分に研修、事例検討、地域包括支援

センターとの合同会議がある。先日出席した他市町村の会議では、他市で連絡会があるとこ

ろがほとんどない。あっても年に数回だったりする。行っていても建設的な話はできていな

いと聞いたので厚木はかなり進んでいると思う。（議長） 
・うちの地区は、相談支援事業所からあまり連絡がきていない状況である。昨日、包括と障が

いの合同研修会があって、その中で65歳問題というのがある。65歳になると障がいから高

齢者のサービスに切り替わるところの移行が上手くいかないのではないかという話がある。 
 相談支援事業所で、65歳の障がいのある方を把握しているのかどうか疑問である。もし、自

分の地区で 65 歳に移行する方がいるなら、それについて支援することが出来ると思うがそ

れはどうなっているのか（睦合地域包括支援センター）。 
⇒地域で障がいはあるが、事業所として関わっていない方もいると思う（議長） 
・例えば、障がい福祉課でサービスを受けていて65歳になられる方のリストがあると伺った。 
 障がい福祉課と相談支援事業所でのやりとりが上手くいかないのか（睦合地域包括支援セン

ター）。 
⇒65歳になると、基本的に総合支援法の規定によって障がい福祉サービスの中にあるサービス

の中で、介護保険のサービスと同等のサービス、例えば生活介護のサービスが介護保険では

デイサービスに代わる。名前が代わるだけである。そういうサービスについては、介護保険

のサービスを使う規定になっている。移動支援や同行援護などの介護保険にないサービスに

ついては、そのまま障がい福祉サービスが利用できるというのが大前提である。介護保険の
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制度というのは、名前からして介護が必要な方である。基準が障害の基準とものさしが違う。

介護の方は、どれくらいお手伝いが必要かという重さの度合いになってくる。障がい方はど

のくらい機能が損なわれているかというのが手帳の基準になってくる。障がいの方は、障害

支援区分が出てきて介護保険と同じようにどのくらいお手伝いが必要かを出してきてそれ

によってサービスの必要な量が決まってくる。介護保険の方は、65歳の前に市から介護保険

の等級の入っていない受給者証を送る。必要な方は、介護保険の申請をしてほしい。そこで

新たに要介護認定が行われて認定される。障がいの方は、基本的に１年単位で更新している。

障がい福祉課のケースワーカーの方で、更新の際に、介護保険の申請をまずしていただくよ

うにご案内をしていただいている。その中で要介護度がどのくらいか、今までどのようなサ

ービスを利用していたかなどがあるので、認定の結果が出て調整させていただき話を聞きな

がら少しずつ介護保険サービスに移行してもらう形をとっている。それぞれのケースワーカ

ーが65歳になるのをわかっているので、名簿は作成していない。（厚木市障がい福祉課） 
・精神の場合、夜間非常に具合が悪くなる人が多い。県の夜間救急医療はあるが、厚木市でゆ

いはあとが携帯電話を公開しているが、状況を教えて欲しい。精神保健福祉促進会フレッシ

ュ厚木） 
 ⇒今、障がい者基幹相談支援センターで携帯電話を持ち、24時間連絡を取れるような状況には

なっている。実際に、夜間に緊急に連絡が入ってくるかといえば、なかなかない。時々、夜 
  気になる事があり眠れなくなったとか、1日の反省とか、傾聴してもらいたいというところ 

での連絡は入ってくる。実際に何か起きて、職員が駆けつけてといったところは出来ないの 
で、傾聴であったり、相談支援につなげていく対応になるかと思う。（基幹） 
 

一貫した子育て・療育支援プロジェクトについて 
・前回の代表者会議で委員の方から意見が出ていたが、特別支援学校卒業後の受け皿について 
 情報交換や連絡会のようなものを開催する予定であると事務局から話があったが、先ほどの

報告の中で連絡会の話がでていたが、具体的な内容について教えて欲しい。（議長） 
 ⇒卒業後の受け皿といったところで、生活介護、就労系のＢ型の事業所とか、なかなか資源が

ないとか、資源はなくはないが、なかなかニーズとマッチしていないところがあるのではな

いかという意見があったので、学校、生活介護、就労継続支援B型の事業所を集めて、今年

度の卒業生がどれくらいいるのか海老名支援学校の先生の方で取りまとめていただいて、そ

の情報をそれぞれの事業所に伝えている。生活介護、就労継続支援B型の事業所からは、そ

れぞれでこんなことをしているという情報を話していただき、家族とか、卒業生がどういう

ニーズがあるのか上手く事業展開をしていってもらいたいという希望があるが、今年度1回

目なのでそこまでいかなかった。回を重ねるごとに有効に活かしてもらいたいなというとこ

ろで7月に開催をしている。（基幹） 
 ・一貫して支援を行っていくということをどう繋げていくのかというのは学校の方でも課題で

ある。今回、特別支援教育連絡協議会の方で、マイサポートブックについての研修をしてい

ただいているというところを一つの架け橋としながら、今後もさらに進めていきたい。（厚

木市教育委員会） 
 ・テーマが一貫した子育て・療育支援ということでは、児童相談所は、18歳までは、支援させ

てもらっているが、それ以降の繋ぎの部分で、皆様にご協力いただいているなと思う。医療

ケア児、重心に関しては、県、国で、医療的ケアの必要なお子さんのコーディネーター養成

研修などみんなで行っていく必要があるという動きが徐々にでている。児童相談所として

も、重心会議といって、管内市町村の担当課や養護学校に参加していただいて重心の子供に

関して話をしてきた。法改正の中で、18歳以降の重心のケアに関しては、市町村に降りてい
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き、地域課題に関しても、自立支援協議会で検討していくということになり、なかなか児童

相談所としても、個別のケースのやりとりというのが、個人情報の観点からできなくなって

きていて、情報共有のみの場になっていた。今年度、相談支援センターのゆいまーる県央圏

域ナビゲーションセンターとアガペサポートセンターと協働して広い形で医療ケアの子供、

成人を対象に話を進めていきたいと計画しているところである。具体的には、短期入所につ

いて取り扱っていこうということである。今短期入所に関しては、市町村に支給決定が移っ

ているが、児童相談所は、一時保護とか長期入所に関して取り扱っていて、割と医療型の入

所施設とやりとりをしているので、そういったところを活用して、相談支援専門員にも短期

入所の手引きのようなものを今後作っていければと計画しているところである。平成 31 年

度に作成していればと思っている。来年の1月には、重心会議の開催を予定している。そこ

で経過を含めて報告できればと思っている。（厚木児童相談所） 
 ・７月の特別支援学校と生活介護事業所との連絡会と翌週にB型事業所の連絡会を開催してい

ただきありがたいと思っている。厚木市で何人特別支援学校に在籍しているかというとだい

たい３年で100名位という形での数値を示したところである。その一方で学校側の反省とし

ては、それぞれの学校の進路とか出口を預かっている教員は、地域の事業所にいろいろな情

報をいただき廻っていくのだが、マンパワー的な問題とか、さまざまな問題に手一杯になっ

てしまって情報共有が弱いという反省があったので、連絡会があることで私達が不勉強な部

分を埋めるための大きな機会になっていくのではないかと思っている。今後取り組んでいく

と思われることは、神奈川県の教育現場としては、特別支援学校に通ってくる生徒たちがも

のすごく増えている。その内訳は、知的障がい教育部門の高等部の生徒が顕著に増えている。

今後インクルーシブ教育という名のもとで、例えば厚木西高校で始まっているが、こういっ

た高校の方にも知的障がいの手帳を持った生徒たちが流れていく。この 10 月に推進校を新

たに 10 校指定するんではないかという話がニュースにはでている。特別支援学校だけでは

ない知的障がいのある子どもたちが、地域のいろいろな場所で在籍していくことになるかと

思うので、こういった連絡会で情報を提示できると良い。また、神奈川県の肢体不自由教育

連絡会でホットになっている話題が、医療的ケアの必要な児童、学齢期前の段階で医療的ケ

アの必要な子供たちがものすごく増えていて、何年か前に 15,000 人だったのが、26,000 人

になっている。ケアの必要な子供たちが、特別支援学校や支援学級、普通級に入って来ると

いうさまざまな予測がでてきている。総合支援法で歴史的に初めて医療的ケア児という文言

がつけられて、そのための政策を各自治体でしなければいけないと明記され、そのために報

酬改定がされて、放課後等デイサービスに通うことが、看護師がいなくて難しいとなってい

たのが、少しずつ変わってきて、送迎の部分で看護師が配置できるようになったり、加算が

ついたり対応できると始まった。子供が事業所には通うことができないが、訪問型で療育的

なことを行う放課後等デイサービスの自宅版というような事業も今後は可能になってくる

ニュースもちらほらある。厚木市もこういった部分を全国に先駆けて、取組が展開出来てい

くと継続的なかかわりとして重心の居場所として児童から成人に向けてサービスが成熟し

ていくので、そういった取組を期待したいしアイデアも出していきたい。（えびな支援学校） 
 ・サービスを受けない生徒がなかなか地域で把握しづらいことがある。そういったところで進

路の卒業後の行き場というところから、学校と市と情報共有を進めていき、万が一緊急で市

の方に介入していただかなければいけなくなったときに、話がスムーズに行くような仕組み

づくりというようなものがあると良いとつくづく思っている。（伊勢原養護学校） 
 ・一貫した子育て・療育支援プロジェクトについての報告の中で、放課後デイサービス・児童

発達支援事業所連絡会の報告があったが、本校でも数年、放課後デイサービスを利用されて

いる方が多くなっている。本校でもそちらとの連絡会を立ち上げて、いろいろと深めていき
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たいと考えている。「他機関と連携を図る方法等について研修を実施していく予定である」

とあるが、具体的にどういった内容をしていく予定なのか、伺いたい。（座間養護学校） 
 ⇒座間養護学校が、学校独自で事業所等の連絡会を立ち上げたというところは存じ上げていな

かったので是非話を聞かせて欲しい。研修については、法改正があり、事業所にも加算がつ

くことになった。厚木の中でも放課後等デイサービス事業所とか児童発達支援事業所の数が

すごく多い。皆さん熱心にお子さんのために療育をおこなっていきたいとう思いがある。経

営の面でもしっかりと加算を取って良質な療育をしていきたいという思いがある。法改正の

中で学校との連携を図り、お子さんのことをよく知り、学校側と会議をしてお子さんの支援

方法を模索することで加算がつくが、なかなか一つ事業所では、方法が分からないためそれ

をみんなで一緒に考えようということと、他機関とも連携を図っていきたいなと事業所から

も意見が上がっているので、そういう研修を行っていきたい。（基幹） 
 ・昨年度報告があった、来年度への課題というところで、不登校、ひきこもりに対する支援、

相談とか残っているが、下半期に向けて新たな取組はないのか。（厚木市自閉症児親の会） 
 ⇒ここの中には記載はないが、発達障がいや軽度の知的のお子さんで不登校でお母さんもお子

さんも悩まれているということが現在も続いている。不登校児の居場所づくり、母親の相談

場所づくりについて、引き続き検討していく予定である。（基幹） 
  
居住確保プロジェクトについて 

 ・七沢学園は、生活介護と生活訓練の成人で二つ事業を行っている。生活訓練は、利用期間 2
年と定まっていて、社会や地域に出していかなくてはいけない。本人なりにグループホーム

がいいとかアパートがいいとか考えているが、それに合うところがタイミングよく見つけら

れないことが多い。生活介護の方も親は施設を希望し、グループホームが良いという事があ

るが、相手から断られることも多い。いろいろな情報が得られればありがたいと思う。（七

沢学園） 
 ・他市の話ではあるが、グループホームを利用せざるをえないことが出てきたときに、法人に

電話をして空き情報を聞くやりとりをずうっとしているというような情報がある。今回厚木

市が居住確保というテーマで検討しているので、例えば障がいのある方が地域で暮らしたい

なと思ったときに、どうやったらそこに繋がっていいけるのか、例えば相談支援事業所が空

き状況を知っているとか共有しているとかがあるとメリットがあるのではないかと思う。（え

びな支援学校） 
 ⇒資料１－１の活動内容に市内GH事業所一覧表配布というところのがあるが、この経緯とし 

ては、厚木市内でグループホーム連絡会を月に１回開催し、空き情報や事業運営について共 
有する場に基幹の職員も参加させてもらっている。相談支援事業所からグループホームの場 
所、特色、定員、誰に相談したら良いかというところの表を作成して欲しいと意見があがり、 
グループホームの連絡会に協力をいただき、今年度の春に仕上がった。空き情報や体験がで 
きるかなど随時情報が変わるので、一覧表の中に、相談窓口と電話番号、担当の氏名が書い 
てあるので、その相談窓口に問い合わせをして欲しいと統一していただいている。一覧表に 
ついては、希望があれば、お渡しすることは可能である。（基幹） 

 ・精神科の病院なので、精神疾患のある患者が支援を受けて退院したり、就労したりになるか 
と思うが、居宅にもってくるところでグループホームや民間のアパートを探すのが難しい。 
そこがかなりハードルの高いところで、担当者が代わるとなかなかアパートが探せない。実 
際、〇〇さんに頼めば、アパートがみつかったのに、〇〇さんがいなくなってしまったから 
探せないというのが実際の問題としてある。もしかしたら、今まで見向きもしてくれなかっ 
た不動産店の担当が代わると相談にのってくれるかもしれないと、ケースワーカーも動きま 
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わるが、そこにかかるパワーが大きくて、なかなか手が出せない現状である。（清川遠寿病 
院） 
 

 防災プロジェクトについて  
 ・防災訓練をいかに地域の自治会に広めるかいうあたりを今後どのように考えているか伺いた 

い。もう一点、下半期に向けての報告の中で『その補足として「ヘルプ手帳」を作成する予 
定である』というが、具体的に教えて欲しい。（厚木市自閉症児親の会） 

 ⇒自治会に広める取り組みについては、12月８日のシンポジウムのときに、通常の関係者以外

に市内に４２ある避難所運営委員会にこういったイベントがあると周知し報告書を配布す

る形を取り、来ていただいた避難所運営委員会の方（自治会）にもモデルを広めていきたい。

「ヘルプ手帳」の作成については、現在ヘルプカードはある。ヘルプカードの横に「詳細は

ヘルプ手帳をご覧ください」となっているが、ヘルプ手帳はできていない。本年度中に検討

し、成果物となる。（厚木市障がい福祉課） 
 ・自治会に広めるのは非常に難しい。障がい者や高齢者の要支援の方を地域で支えようという

のは、なかなかうまくいかないということを実際感じているので、避難所運営委員会の方に

シンポジウムに出ていただくのは大事であるが、もう少し何か市の障がいと防災が一緒にな

って、もっと広める手立てはないものかご検討いただきたい。（厚木市自閉症児親の会） 
 ・それぞれの地域で避難訓練を実施する際に参考にしていただきたいと方針に書いてあるが、 
  参考にしていただいたらどんなことを実践したのかわかったら教えていただきたい。地域ご

とで熱が全然違うみたいに感じる。私は、下荻野に住んでいるが、何の連絡もいただいてい

ないとう感じである。本当に近所の方は、あそこに障がいの方がいると知っていてくださっ

ているが、実際の避難訓練でお声かけしていただいたこともない。私も自己主張をもっとし

なければいけないが、どういう風なことを実行したか報告していただきたい。（厚木市手を

つなぐ育成会） 
 ・先ほどから地元にどう落とし込みをしていくかであるが、地域包括ケアの関係で市内に一層

協議体、二層協議体というものを立ち上げようとしている。二層協議体は公民館のエリアを

イメージして地域の支援団体の方を集まっていただいて協議体を結成する。地域の課題を抽

出してそれに対して対応を考える。それが二層協議体である。平成29年度から10ヶ所の全

エリアをカバーする形で実施させていただいている。介護保険から発生しているシステムだ

が、厚木市は、高齢者だけでなく、全世帯を対象に地域包括ケア社会の実現を目指している。 
  そういった協議体の中で問題提起をしていただく、挙げていただくことによって地域への落 

とし込みも出来るのではないかと思う。協議体は協議会と違って限られた人ではなく、課題

解決のために最善の組織を形作る、弾力の持った組織である。協議体は、それぞれ１地域包

括支援センターが事務局を担っている。（厚木市福祉総務課地域包括ケア推進担当） 
 

 就労支援プロジェクトについて 
 ・ゆいはあとの就労相談員と連携を図っている。厚木市の方が相談に来られたら、ゆいはあと 

の就労相談員も相談にのれることを案内し、扱い易さ、相談のしやすさを比較していただい

て選んでいただいている。実際障がい者雇用率については、２．２％になり、求人数も増え

た。厚木や愛川の工業団地は、求人も多い。相談も多く、私たちが担当している７市町村の

中では、厚木市は若干、広く通勤に時間はかかるが厚木市にお住まいの方に関しては、チャ

ンスが広がってきていると感じているところである。（県央地域就労援助センター障害者就

業・生活支援センターぽむ） 
 ・卒業後の受け皿の会議で就Bで参加させていただいた。個人としては、学校と何らかのつな 
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がりがあった方が良いと思っていたので、これが実現の第一歩で開催されたことは良かっ 
た。近年、株式会社がB型を始めたというところがぽつぽつ増えてきている。自分たちのよ 
うに昔から行っている作業所のところは割と定員が満杯で、新規の株式会社ではまだ余裕は 
あり、ばらつきがある。そういったところを上手く伝えられる手段があると良いと思ってい 
た。あと、我々の連絡会は小規模な事業所が多いので、例えば具体的に言うと今ニーズがあ 
る送迎だが、送迎を行っているところと行っていないところ、送迎を行っていても愛甲地区 
まで行っていないなど細かい情報がある。2年前の情報と現在とはタイムラグもある。来週 
から、実習に入るが、3年生の2回という限られた中なので、ミスマッチが少なくなるため 
には事前に情報共有の場があると良い。また就Bに関していうならば、30年度の報酬改定 
で工賃の支払い額によって収入格差ができると変わった。工賃を増やすためのバリバリ作業 
をするというところもあれば、無理はしないというところもある。利用者の日常に直結する 
ようなことは、情報交換をする場所がないとなかなか共有できないので意見交換できる場所 
があると良いと思う。（厚木市障害者福祉事業所連絡会） 

 ・この間、養護学校との会議に参加させていただいた後に、相模原の養護学校が見学に来られ

て意義があったかと思う。私たちの事業所は、基本的に精神科に通院している方を対象に行

っている。今後、必要性があれば、養護学校の受入れを考えていきたいと思うので、要望が

あれば言って欲しいし、見学もして欲しい。あと就労プロジェクトで、武部鉄工所と日本フ

ルハーフの二社を視察された理由と視察された状況について教えて欲しい。武部鉄工所につ

いては、何年か前に私達の事業所から２名就職させていただいたが、事情があり退職した。

苦労したこともあり今どういう状況なのか知りたい。（厚木市・愛川町・清川村地域精神保

健福祉団体連絡会） 
 ⇒武部鉄工所は清掃の仕事をしている。求職する方、復職する方もいて復職のルールなど実際

の仕事の話以外にも伺うことができた。この二社は、障がい者雇用を積極的に行っていると

いうことでハローワークから声をかけていただいた。武部鉄工所は、割と精神障がいの方を 
  積極的に雇用されており、日本フルハーフは、障がい種別を問わず、三障がい採用されてい

る。どちらにも言えるのは、企業の理念や考え方があり、障がいのある方へは個々に即した

形で配慮しているので、障がい者雇用につながり長く定着できることを目指していただいて

いるので、就労相談員としても勉強になったところだと思っている。（基幹） 
 ・私達の事業所も就労支援をしているが、なかなか会社側に理解していただけない。雇用率も

上がり会社側も雇用しなければいけない事情もあり、障がい者理解のないなか入社してもら

ったけれど続かない。これは、就労だけではなくて居住もしかり、防災もそうであるが、我々

が考える以上に障がいは理解しようと思ってもらえてないとつくづく感じている。こちらか

ら出向いて視察することはお互いの理解が深まり、良いことだと思う。市内の事業の視察を

今後も続けていって欲しい。（厚木市・愛川町・清川村地域精神保健福祉団体連絡会） 
 ・就労支援ということで、企業側に対しての啓発活動ということをどういう風に考えているの

か（精神保健福祉促進会フレッシュ厚木） 
 ⇒第1回目のプロジェクト会議に商工会議所をお呼びして、どんなことが困っているのか、ど

んな企業啓発ができるのか、意見を伺おうかと思っていたが、そこまで調整ができなかった。 
  企業の生の声を聞けていない。第2回目以降のところでは声をかけさせて頂いて、商工会議

所も一緒に取り組んでいけるようなものができれば良いと思っている。（基幹） 
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４ その他 
（１） 第5期障がい者計画について（資料別冊 厚木市障がい者福祉計画（概要版）） 
  P1１計画策定の背景と課題とあるが、福祉施策の在り方として、団塊の世代が75歳を迎え 
る2025を見据えて高齢者だけでなく必要な方に必要なサービスを提供し、地域全体で支える 
仕組みを構築することが重要であるとし、平成28年を地域包括ケア元年と位置付けた。地域 
で生きる全ての市民の方を対象に誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期ま

で続けることができる地域包括ケア社会の実現に向けて取り組みを進めることとした。この状

況をふまえて、人口の推移、障がい者及び利用者の方へのアンケート調査を基に新たな計画を

策定した。 
  ２計画の位置づけと性格のところだが、障がい者福祉計画は、障害者基本法に規定する市町

村障害者福祉計画で本市の総合計画の施策展開の方向を見据えて、福祉分野の個別計画と理念

を共有するものとして本市における障がい福祉の基本的な計画として位置付けられる。 
また今回は、障害者総合支援法に規定する市町村障害福祉計画と児童福祉法に規定する市町

村障害児福祉計画を含めた形での計画となっている。障害者福祉計画と障害福祉計画の違い

は、障がい者福祉計画については、障害者基本法に基づく施策に関する基本な事項を固めるも

のである。障害福祉計画は、障害者総合支援法に基づき、障がい福祉サービス、相談支援、地

域生活支援事業の提供体制の確保に関する目標、見込みなどを定める障がい福祉サービス等の

提供体制、自立支援給付等の円滑な実施を目的として作成している。同様に障害児福祉計画に

ついては、障害児通所支援及び障害児相談支援の提供体制の確保に関する目標、見込みを定め

るものとなっている。障がい福祉計画と一体のものとして作成できる。 
３計画の期間については、2018年度～2020年度の３年間の計画となっている。 
P2１障がい者の状況と人口割合の推移では、1995年の障がい者は、3,568人で2025年には、

10,593人になり、30年間で 3倍になると推計されている。その内の半数が65歳以上を占め、

今後とも増加することが見込まれる。 
P3 計画の目指す姿と全体像である。将来像を掲げて、将来像を実現するための３つの基本

理念を規定し、基本理念を達成するためにそれに対応する３つの基本目標を定めている。３つ

の基本目標の達成に向けて 11 の施策の方向が規定されている。本編の４章にそれぞれの施策

ごとに目標を定め、達成された姿が記載されている。本編の５章には、サービスの見込み量と

して、障害福祉計画、障害児福祉計画に関する部分を記載している。 
P5 施策の展開基本目標 1 全ての人が分け隔てられることのないまちが基本目標となり、施

策の方向として１障がい者理解促進として地域にお住まいの方々が障がい者の理解をし、自ら

のこととして考えることが重要である。そのためには、障がい者理解を広めるための普及活動

や障がい者理解を深めるための啓発活動が必要であるとなっている。それぞれの項目がある。

概要については以上である。本編については、5 月の実務者会議で配布しているので是非一読

していただきたい。（厚木市障がい福祉課） 
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   【情報提供】 
・平成30年度地域包括ケア市民講演会 

      最後まで自分らしく 
～自宅で穏やかな最期を迎えるために知っておきたいこと～ 
講師：医療法人社団裕和会理事長 長尾クリニック院長 長尾 和宏氏 

      日時：11月16日（金）午後１時～午後３時（開場午後０時） 
      場所：厚木市文化会館 

       
・平成30年度厚木市精神保健福祉地域交流事業 

       こころのふれあいフェスタ緑ヶ丘 
       ～地域で支えるこころの病～まず知ることから始めませんか 
       基調講演 講師：医療法人弘徳会 愛光病院 精神科医 桑原 寛氏 
       当事者発表 仲間と地域で普通に生活したい 

日時：11月24日（日）午後１時～午後４時（開場 午後０時30分） 
       場所：緑ヶ丘公民館 
 
      ・発達障がいの方のための障害年金申請受給について 
       講師：千葉障害年金相談センター 
          社会保険労務士渡辺事務所 所長 渡辺 洋介氏 
       日時：10月21日（㈰）13時～15時 
       場所：アイクロス湘南 ６階会議室 

 
議長（ハートランあゆみ） 議事進行⇒司会（事務局） 

   
５ 閉 会 
  挨拶 副議長（厚木市社会福祉協議会） 
 

次回予定 平成31年３月 厚木市保健福祉センター ５階 視聴覚室 
 

以 上 
 


